
新年のごあいさつ

「保険者の負託に応え、
信頼され満足される
国保連合会を
目指して」

理事長　小林 宣夫

保険者紀行

日 立 市
みんなの笑顔が輝く
ひとにやさしいまち
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新春号の表紙

日立駅
　日立市出身の世界的建築家・妹島和世
氏がデザインを監修のもとに設計されま
した。
　グッドデザイン賞、鉄道の国際デザイ
ンコンペティション「ブルネル賞駅舎部
門」の優秀賞を受賞するなど、世界の最
も美しい駅舎の一つとして高く評価され
ています。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
本
会
の
事
業
運
営
に
多
大
な
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
し
、
現
在
も
感
染
予
防
や
診
療
、
治
療

な
ど
に
従
事
し
、
医
療
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
医

療
従
事
者
の
皆
様
に
、
改
め
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
国
民
皆

保
険
制
度
の
中
核
を
担
い
、
地
域
医
療
の
確
保
や
地
域

住
民
の
健
康
の
維
持
増
進
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が

続
く
中
で
、
国
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
医
療
を
支
え

る
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
重
要
性
も
再
認
識
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
本
会
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
か
ら
の
協
力
要
請
に
よ
り
「
自
市
町
村
以
外
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用
の
請
求
支
払
業

務
」
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
改
め
て
国
か
ら
の
協
力

要
請
が
あ
り
「
3
回
目
の
追
加
接
種
に
係
る
請
求
支
払

業
務
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の

感
染
防
止
対
策
支
援
事
業
を
都
道
府
県
が
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
本
会
に
お
い
て
当

該
事
業
に
係
る
支
払
等
の
業
務
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

す
。本

会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
基
幹
業
務
で
あ
る
審
査

支
払
業
務
の
適
正
な
執
行
は
も
と
よ
り
、「
国
保
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
デ
ー
タ

分
析
手
法
の
研
修
や
支
援
」、「
保
健
事
業
支
援
・
評
価

委
員
会
を
活
用
し
た
保
健
事
業
の
実
施
状
況
の
分
析
評

価
」や「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認（
令
和
3
年
10
月
開
始
）

の
円
滑
な
運
用
に
係
る
支
援
」
な
ど
を
は
じ
め
、
保
険

者
が
行
う
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
各
種
共
同
事

業
、
保
健
事
業
や
医
療
費
適
正
化
事
業
な
ど
、
社
会
情

勢
の
変
化
や
保
険
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
事
業
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
精
力
的
な
取
り
組
み
や
蓄
積
し
て
き

た
多
く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
曾
有
の
難
局
に
係
る

対
応
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
会
の
社
会
的
使
命
・
責
務

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
迅
速
、
適
切
、
柔
軟
に
対
応

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆

様
の
ご
協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
「
保
険
者
か
ら
信
頼
さ
れ
満
足
さ

れ
る
国
保
連
合
会
」
を
目
指
し
、
保
険
者
の
皆
様
の
負

託
に
応
え
る
べ
く
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
、
そ
し
て
、
新
し
い
年
が

皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

保険者の負託に応え、
信頼され満足される国保連合会を
目指して
茨城県国民健康保険団体連合会

理事長　小 林 宣 夫（茨城町長）

新年の
ごあいさつ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
す
が
す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
よ
り
、
未
曽
有
の
危
機
に
直
面
し
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
国
内
の

感
染
状
況
は
落
ち
着
き
を
見
せ
、
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
変
異
株
が
確
認
さ
れ
、
多
く
の
国

で
感
染
が
拡
大
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
県
民
の
皆
様
の
命
と
健
康
、
そ
し
て
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
今
後
の
感
染
拡
大
に
備
え

医
療
提
供
体
制
を
し
っ
か
り
と
確
保
す
る
と
と
も
に
、
3

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
市
町
村
と
連
携
し
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
時
代
は
今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
人
々
の

価
値
観
や
生
活
様
式
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
気
候
変
動
問
題
、
A
I
の
進
歩
に
よ
る
社
会
構

造
の
変
化
、
さ
ら
に
は
人
口
減
少
の
大
き
な
波
が
押
し
寄

せ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
環
境
が
異
な
る
、
予
測

困
難
な
「
非
連
続
の
時
代
」
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
困
難
な
時
代
を
乗
り
越
え
る
た
め
、私
た
ち
に
は
、

前
例
踏
襲
や
横
並
び
で
は
な
く
、変
化
や
失
敗
を
恐
れ
ず
、

新
し
い
こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
自
ら
未
来
を
切
り
拓
い

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
県
で
は
、
今
後
4
年
間
の
県
政
運
営
の
新
た
な

基
本
方
針
と
な
る
県
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
茨
城
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
て
き
た
こ
れ
ま
で

の
改
革
路
線
の
も
と
、「
新
し
い
茨
城
」
づ
く
り
に
向
け
、

「
新
し
い
豊
か
さ
」「
新
し
い
安
心
安
全
」「
新
し
い
人
財

育
成
」「
新
し
い
夢
・
希
望
」
の
4
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

常
に
進
化
さ
せ
な
が
ら
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

将
来
を
見
据
え
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
や

フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
の
中
長
期
的
な
課

題
に
も
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
我
が
国
の
国
民
皆
保
険
制
度
の
基
盤
と

な
る
国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
運
営
の
責

任
主
体
と
し
て
、
引
き
続
き
、
市
町
村
と
の
連
携
を
深
め
、

保
険
料
（
税
）
の
収
納
率
向
上
や
、
医
療
費
の
適
正
化
、

被
保
険
者
に
対
す
る
健
康
づ
く
り
・
疾
病
予
防
事
業
の
強

化
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
推
進
し
、
保
険
者
機
能
の
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
令
和
4
年
度
か
ら
の
保
険
料
（
税
）
賦
課

方
式
の
2
方
式
統
一
に
向
け
て
は
、
市
町
村
と
一
丸
と

な
っ
て
各
種
準
備
を
進
め
、
よ
り
安
定
的
な
財
政
運
営
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
国
民
健
康
保

険
制
度
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
に
、
な
お
一
層
の
ご

尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
実
り
多
き
素

晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

国民健康保険事業運営の
取組推進に向けて

茨城県知事　大井川 和 彦

新年の
ごあいさつ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
4
年
の
新
春
を
迎
え
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
か
ら
国
保
中
央
会
の
運
営
に
対
し
ま

し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
よ
り
全
国
各
地
で
猛
威
を
振
る
っ
て
き
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
や
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
に
よ
り
一
定
の
成
果
が

見
ら
れ
る
と
は
言
え
、
引
き
続
き
警
戒
が
必
要
な
状
況

で
あ
り
、
我
々
、
国
保
関
係
者
と
し
ま
し
て
は
、
国
民

の
命
と
健
康
を
守
る
国
民
皆
保
険
の
一
翼
を
担
う
重
要

な
立
場
か
ら
、
本
年
に
お
き
ま
し
て
も
国
保
事
業
は
も

と
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
事
業
の
実
施
に
万
全
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
て
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
や
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
が
進
む
中
で
、
国
保
制
度
を
取
り
巻
く
環
境
は
更

に
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
す

べ
て
の
世
代
が
安
心
感
と
納
得
感
の
得
ら
れ
る
全
世
代

型
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
目
指
し
、
様
々
な
改
革
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
6
月
に
成
立
し
た
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
窓
口
負

担
割
合
の
見
直
し
や
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
の
拡
充
に

加
え
、
保
健
事
業
に
お
け
る
健
診
情
報
等
の
活
用
促
進

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
本
年
4
月
よ
り
順
次
施
行
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
2
0
2
5

年
を
目
途
に
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活

支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
の
構
築
を
実
現
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
や
医
療
機
関
、

介
護
事
業
者
等
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
国
保
連
合
会

及
び
中
央
会
は
、
そ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
保
連
合
会
及
び
中
央
会
に
お
い
て
は
、
昨

年
3
月
に
厚
生
労
働
省
・
支
払
基
金
・
中
央
会
の
三
者

で
策
定
し
た「
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
」

に
基
づ
き
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
や
、

支
払
基
金
の
シ
ス
テ
ム
と
の
整
合
性
の
実
現
な
ど
、
質

の
高
い
平
等
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
中
長
期
的
な

シ
ス
テ
ム
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実

に
進
め
て
行
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く

中
、
本
会
と
し
ま
し
て
は
、
全
国
の
国
保
連
合
会
の
皆

様
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
体
と
な
り
、
全
国
知
事
会
、

全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
団

体
や
国
保
組
合
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
な
ど
の

関
係
団
体
と
も
十
分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
医
療
費

の
審
査
支
払
は
も
と
よ
り
、
保
健
事
業
や
様
々
な
事
務

処
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
運
用
な
ど
、
保
険
者
の
皆
様

の
業
務
支
援
に
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
、

明
る
く
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
る
こ
と

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

令
和
4
年　

元
旦　

 

求められる役割と
責任を果たすため、
国保連合会と一体となり
保険者の業務支援に取り組む
国民健康保険中央会

会長　岡 﨑 誠 也

新年の
ごあいさつ
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公
費
投
入
の
確
実
な
実
施
や

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
支
援
な
ど

11
項
目
を
決
議

　

国
保
中
央
会
な
ど
国
保
関
係
9
団
体
が
、
国

保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
を
開
催
し
、
国
保

の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費
投
入
の
確
実

な
実
施
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
次
期
更
改
や

運
用
に
当
た
っ
て
の
必
要
な
財
政
措
置
な
ど
11

項
目
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

　

大
会
会
場
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
予
防
対
策
を
取
り
、
全
国
の
市
町
村
長

や
都
道
府
県
関
係
者
が
参
集
し
、
本
県
か
ら
も

小
林
理
事
長
を
は
じ
め
国
保
関
係
者
が
参
加
し

た
。
ま
た
、
後
藤
厚
生
労
働
大
臣
の
代
理
で
あ

る
吉
田
厚
生
労
働
事
務
次
官
を
は
じ
め
と
す
る

来
賓
や
国
会
議
員
の
臨
席
が
あ
り
、
国
保
へ
の

協
力
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
全
国
知
事
会
を
代
表
し
平
井
鳥

取
県
知
事
の
「
開
会
の
辞
」
を
古
尾
谷
全
国
知

事
会
事
務
総
長
が
代
読
し
た
後
、
国
保
中
央
会

の
岡
﨑
会
長
が
主
催
9
団
体
を
代
表
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
保
険

料
減
免
の
増
加
な
ど
事
業
運
営
は
今
後
も
厳
し

い
状
況
が
続
く
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎

年
度
3
4
0
0
億
円
の
公
費
投
入
の
確
実
な
実

施
や
保
険
者
努
力
支
援
制
度
等
が
有
効
に
活
用

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

11
月
19
日（
金
） 

／
東
京
都
「
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
」衆議院第一議員会館班として石井衆議院議員へ

決議書等を手渡す小林理事長
（左から滋賀県草津市橋川市長、本会小林理事長（茨城町長）、

石井衆議院議員（公明党）、山梨県韮崎市内藤市長）
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さ
れ
る
よ
う
適
切
な
評
価
と
財
政
支

援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
次
期
更
改
や

運
用
に
当
た
っ
て
市
町
村
等
保
険
者

に
財
政
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
必
要

な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
な
ど
あ
い
さ
つ
し
た
。
そ

の
後
、
全
国
市
長
会
代
表
の
山
梨
県

韮
崎
市
の
内
藤
市
長
が
大
会
宣
言
を

読
み
上
げ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
事
に
入
っ
た
。
議
長
団
が
選
出
さ

れ
、
全
国
町
村
会
代
表
の
岐
阜
県
輪

之
内
町
の
木
野
町
長
が
11
項
目
の
決

議
文
を
読
み
上
げ
、
大
会
の
総
意
と

し
て
採
択
し
た
（
大
会
決
議
文
は
下

記
の
と
お
り
）。

　

大
会
終
了
後
、市
町
村
長
を

先
頭
に
集
中
陳
情
の
実
施

　

大
会
終
了
後
、
参
加
者
は
決
議
の

実
現
へ
向
け
、
市
町
村
長
を
先
頭
に

政
党
や
政
府
関
係
者
へ
陳
情
活
動
を

展
開
し
た
。
7
班
に
分
か
れ
、
自
由

民
主
党
、
立
憲
民
主
党
、
衆
議
院
第

一
議
員
会
館
、
衆
議
院
第
二
議
員
会

館
、
参
議
院
議
員
会
館
、
厚
生
労
働

省
、
総
務
省
へ
赴
き
、
自
民
党
本
部

で
は
、
福
田
総
務
会
長
や
高
木
衆
議

院
国
会
対
策
委
員
長
ら
と
面
会
し
、

公
費
の
確
実
な
投
入
や
普
通
調
整
交

付
金
の
担
う
自
治
体
間
の
所
得
調
整

機
能
維
持
、
次
期
国
保
総
合
シ
ス
テ

ム
更
改
に
伴
う
財
政
支
援
な
ど
を
要

請
し
た
。

　

本
会
の
小
林
理
事
長
は
、
衆
議

院
第
一
議
員
会
館
班
と
し
て
、
石
井

衆
議
院
議
員
ら
へ
決
議
書
等
を
手
渡

し
陳
情
し
た
。
そ
の
後
、
額
賀
衆
議

院
議
員
と
も
面
会
し
協
力
を
要
請
し

た
。

　

ま
た
、
茨
城
県
選
出
国
会
議
員
17

名
に
対
し
て
は
、
本
会
役
職
員
が
陳

情
を
行
い
、
決
議
の
実
現
や
国
保
を

取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
い
て
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
た
。

決　
　
　

議

　

本
日
こ
こ
に
、
全
国
の
国
民
健
康
保
険
関

係
者
が
一
堂
に
会
し
、
国
民
健
康
保
険
が
直

面
す
る
諸
問
題
の
改
善
を
期
し
て
、
国
保
制

度
改
善
強
化
全
国
大
会
を
開
催
し
、
慎
重
審

議
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
満
場
一
致
こ
れ

を
採
択
し
た
。

　

国
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
現
状
を
踏

ま
え
、
次
の
事
項
を
必
ず
実
現
さ
れ
る
よ
う

本
大
会
の
総
意
を
も
っ
て
強
く
要
望
す
る
。

記

一 

、
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早
期
に
実

現
す
る
こ
と
。

一 

、
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費

投
入
の
確
保
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
等
が
有
効
に

活
用
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
評
価
と
財
政

支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

一 

、
普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自
治
体
間
に

お
け
る
所
得
調
整
機
能
は
、
今
後
も
堅
持

し
、
見
直
し
を
行
わ
な
い
こ
と
。

一 
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
続
く
中
で
、
国
保
制
度
の
運
営
の
安
定

を
図
る
と
と
も
に
、
医
療•

保
健•

介
護
の

人
材
及
び
公
立
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制

を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
自
治
体
及
び
国

保
連
合
会
に
対
し
て
十
分
な
支
援
措
置
を

講
じ
る
こ
と
。

一 

、
後
期
高
齡
者
の
2
割
負
担
の
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
制
度
改
正
の
目
的
や
内
容
に

つ
い
て
丁
寧
な
周
知
を
行
う
こ
と
。

一 

、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
等
の
地
方
単
独

事
業
に
係
る
国
庫
負
担
減
額
調
整
措
置
の

全
廃
及
び
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
保
険
料

（
税
）
の
軽
減
制
度
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

一 

、
生
活
保
護
受
給
者
の
国
保
等
へ
の
加
入

の
議
論
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
行
わ
ず

国
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

一 

、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
次
期
更
改
や
運

用
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
等
保
険
者
に

追
加
的
な
財
政
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、

国
の
責
任
に
お
い
て
必
要
な
財
政
措
置
を

講
じ
る
こ
と
。

一 

、
国
民
の
健
康
保
持•

増
進
に
向
け
て
、
Ｋ

Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
活
用
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
シ
ス
テ
ム
更
改
等
に
係
る
財
政

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一 

、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の

運
用
や
デ
ー
タ
へ
ル
ス
改
革
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
財
政
支

援
を
は
じ
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一 

、
国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運
営
を

確
保
す
る
こ
と
。

　

右　

決
議
す
る
。

　

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

額
賀
衆
議
院
議
員
へ

決
議
書
等
を
手
渡
す
小
林
理
事
長
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御岩神社
「常陸国風土記」にも登場する御岩山西麓に位置する神社。
江戸時代には水戸藩の国峰と位置付けられ、徳川光圀など
代々の藩主が参拝する祈願所でもありました。
近年はパワースポットとしても注目され、神域である御岩山を
目指す参拝者も多く訪れています。

日立市
 

日
立
市
は
、
茨
城
県

の
北
東
部
に
あ
り
、
南
北

25
・
9
㎞
、
東
西
17
・
9

㎞
、
面
積
は
2
2
5
・
86

㎢
を
有
し
て
い
ま
す
。

西
は
阿
武
隈
山
系
に
連

な
り
、
東
は
起
伏
に
富
ん

だ
太
平
洋
の
海
岸
線
を
臨

む
、
豊
か
な
自
然
環
境
と

穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ

た
「
四
季
折
々
の
美
し
い

自
然
を
満
喫
で
き
る
ま

ち
」
で
す
。

ま
た
、
明
治
時
代
か
ら

鉱
業
、
電
気
機
械
産
業
を

中
心
と
す
る
近
代
産
業
が

発
達
し
、
日
本
有
数
の
工

業
都
市
と
し
て
成
長
し
て

き
た
「
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
」
で
も
あ
り
、
自
然
と

産
業
が
調
和
し
た
様
々
な

魅
力
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま

す
。

保険者紀行

かみね公園からの夜景
「日本夜景遺産」に選ばれているかみね公園からの夜景。
山と海との間に南北に細長く密集した住宅や工場、走行す
る車などから放たれる多彩な光が、日立市自慢の夜景を描
きます。
公園内には、日立市出身の国民栄誉賞受賞作曲家である𠮷
田正氏に関する資料を展示している𠮷田正音楽記念館があ
り、最上階の展望カフェからの夜景は格別です。

み
ん
な
の
笑
顔
が
輝
く

ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
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国保の加入状況等
平成30年度 令和元年度 令和2年度

総世帯数（世帯） 78,451 78,131 77,968
総人口（人） 177,088 174,639 172,274

国保
被保険者

加入世帯数（世帯） 22,602 21,779 21,605
被保険者数（人） 33,723 32,151 31,604
被保険者加入率（％） 19.0 18.4 18.3

保険料
収納状況

1人当たりの調定額（円） 97,531 98,408 98,896
収納率（％）（現年分） 93.27 92.89 93.11

1人当たりの療養諸費費用額（円） 340,077 356,077 354,883

医療費適正化
対策の状況

1人当たりの財政効果額（円） 2,194 3,041 3,054
財政効果率（％） 0.78 1.03 1.03

保健事業費の
状況

1人当たりの保健事業費（円） 1,426 1,684 1,704
保険料に占める割合（％） 1.57 1.84 1.85

特定健診・
特定保健指導
の状況

特定健診受診率（％） 38.3 38.8 23.0
特定保健指導実施率（％） 33.2 28.0 28.0

96,500

97,000

97,500

98,000

98,500

99,000

平成30年度 令和元年度 令和2年度

（円） （％）

調定額（円）1人当たり収納率（%）（現年分）1人当たり調定額（円） 収納率（%）（現年分）

92.70

92.80

92.90

93.00

93.10

93.20

93.30

97,531

93.27

98,408 98,896

92.89

93.11

※総人口・総世帯数：住民基本台帳より入力 
　総人口・総世帯数以外：国民健康保険事業年報より入力（年間平均）
　特定健診・特定保健指導の状況：特定健診等データ管理システムからの情報を入力

保険者の概況
国保料収納状況〔現年分〕

日立さくらまつり
「日本さくら名所 100 選」
にも選ばれた「平和通り・
かみね公園」の桜をはじめ、
日立市では市街地だけでも
1万 4000本もの桜が咲き
誇ります。
 「日立さくらまつり」は日
立市の春の代名詞。期間
中には、ユネスコ無形文化
遺産に登録されている「日
立風流物」が公開され、多
くの人でにぎわいます。

かみね動物園
「かみね公園」内の動物園。ゾウやキリンなど約100種類540点の
動物に出会え、
動物との距離が
近い展示が特
徴です。
2020 年 12 月
には「ニホンザ
ルのひろば」も
オープン。
日立市の鳥であ
る「ウミウ」の
展示エリアも。

　歴史と伝統・四季折々の自然
　　　　フォトスポットがいっぱいです！



口
座
振
替
の
勧
奨
と
納
税
環
境
の
拡
充

日
立
市
は
、
国
保
の
加
入
か
ら
保
険
料

の
現
年
分
及
び
繰
越
分
の
徴
収
ま
で
国
民

健
康
保
険
課
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
の
保
険
料
収
納
率
は
、

93
・
11
％
で
、
前
年
度
比
0
・
22
ポ
イ
ン

ト
上
回
り
ま
し
た
。

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
口
座
振

替
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
は
、

加
入
時
に
窓
口
で
勧
奨
す
る
ほ
か
、
口
座

振
替
勧
奨
用
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配

布
や
口
座
振
替
依
頼
書
を
納
付
額
通
知
書

へ
同
封
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
令
和
2

年
度
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
外
出
自
粛
の
影
響

か
、
令
和
元
年
度
に
比
べ
て
口
座
振
替
率

が
若
干
の
び
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
3
年
の
4
月
か
ら
は
、
モ

バ
イ
ル
レ
ジ
、P

ayP
ay

、L
IN

E
 P

ay

で

の
収
納
を
開
始
し
、
10
月
か
ら
は
ｄ
払
い
、

J-C
oinP

ay

、auP
ay

を
追
加
し
納
付
環

境
を
広
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、ペ
イ
ジ
ー

等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
込
に
つ
い
て
、
納
税

課
と
調
整
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。 

催
告
書
は
3
色
、
文
面
も
工
夫

催
告
書
は
、
他
の
郵
便
に
紛
れ
な
い
よ

う
「
至
急
開
封
」「
重
要
な
お
知
ら
せ
で

す 

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
」
と
書
か

れ
た
緑
、
黄
、
オ
レ
ン
ジ
の
3
色
の
封
筒

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
被
保
険
者
の
方
に

気
づ
い
て
開
封
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
納
付
と
相
談
が
数
か
月
無
い
滞

納
者
リ
ス
ト
を
毎
月
作
成
し
、
1
件
ず
つ

経
過
記
録
等
の
状
況
を
確
認
し
た
う
え
で
、

文
面
も
あ
ま
り
長
く
な
ら
な
い
よ
う
短
め

の
文
章
に
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
ま
す
。

早
期
財
産
調
査
で
滞
納
者
を
減
ら
す

督
促
、
催
告
、
最
終
催
告
書
を
送
付

し
て
も
反
応
の
な
い
方
な
ど
は
、
早
期
に

給
与
や
預
金
等
の
財
産
調
査
を
開
始
し
ま

す
。
給
与
調
査
や
売
掛
金
調
査
を
行
う
こ

と
で
納
付
や
相
談
に
繋
が
り
ま
す
。

ま
た
、
預
金
口
座
の
履
歴
に
つ
い
て
定

期
的
な
入
出
金
や
別
名
義
の
預
金
口
座
へ

の
送
金
が
な
い
か
な
ど
よ
く
観
察
し
、
ど

う
い
う
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か
想
像
し

て
、
差
押
可
能
な
財
産
の
有
無
を
調
査
し

て
い
ま
す
。

財
産
が
あ
れ
ば
間
を
お
か
ず
差
押
え
し

ま
す
が
、
滞
納
処
分
が
可
能
な
財
産
が
見

つ
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
は
滞
納
処
分
の

執
行
を
停
止
し
、
生
活
の
改
善
を
促
す
こ

と
で
、
そ
の
他
の
滞
納
者
に
対
応
す
る
時

間
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

現
年
度
滞
納
者
を
減
ら
す
こ
と
で
、
滞

納
繰
越
額
と
人
数
が
減
少
し
、
合
計
収
納

率
が
回
復
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
資
格
証
明
書
に
つ
い
て
も
以

前
は
保
険
料
を
払
わ
な
い
、
相
談
に
来
な

い
と
い
う
理
由
で
資
格
証
に
し
て
き
ま
し

た
が
、
財
産
調
査
を
行
い
法
に
基
づ
い
て

差
押
え
や
執
行
停
止
を
行
っ
た
結
果
減
少

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
全
国
の
地
方
税
、
保
険
料
等

徴
収
職
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

他
市
町
村
と
の
徴
収
技
術
の
共
有
と
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

第
三
者
行
為
の
チ
ラ
シ
や
届
出
書
を

病
院
へ
も
配
布

令
和
2
年
度
の
1
人
当
た
り
財
政
効

果
額
は
3
0
5
4
円
で
県
内
で
も
上
位
で

す
。社

保
加
入
者
が
多
い
た
め
、
喪
失
後
受

診
が
多
く
な
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
思

わ
れ
ま
す
。
レ
セ
プ
ト
請
求
時
の
過
誤
抽

出
の
ほ
か
、
喪
失
届
出
書
を
翌
月
に
確
認

し
、
早
期
の
請
求
に
努
め
て
い
ま
す
。

第
三
者
行
為
に
つ
い
て
は
、
交
通
事
故

の
取
り
扱
い
が
多
い
病
院
に
、
市
で
作
成

し
た
チ
ラ
シ
や
届
出
に
必
要
な
書
類
を
見

本
と
し
て
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
病
院
の

方
に
第
三
者
行
為
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て

い
た
だ
き
対
象
の
患
者
様
に
案
内
す
る
際

に
も
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
レ
セ
プ
ト
の
傷
病
名
か
ら
第
三

者
行
為
に
よ
る
傷
病
と
思
わ
れ
る
も
の
に

つ
い
て
、
負
傷
原
因
調
査
票
を
送
付
し
て

確
認
し
て
い
ま
す
。
動
物
に
よ
る
負
傷
が

多
く
見
受
け
ら
れ
、
自
身
の
ペ
ッ
ト
以
外

の
と
き
は
飼
い
主
に
請
求
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
負
傷
原
因
調
査
に

よ
り
判
明
し
た
労
災
に
つ
い
て
も
内
容
を

確
認
、
請
求
し
て
い
ま
す
。

催
告
書
の
工
夫
や
早

期
財
産
調
査
で
納
付

や
相
談
に
つ
な
げ
る

日
立
市
国
民
健
康
保
険
課

日立市国民健康保険課のみなさま

日立市役所

目を引く 3色の催告書
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令
和
2
年
度
か
ら
業
者
に
委
託
し
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
に
重
複

服
薬
等
の
情
報
を
合
わ
せ
た
服
薬
通
知
の

送
付
を
始
め
ま
し
た
。
対
象
者
の
抽
出
・

デ
ー
タ
分
析
、
効
果
分
析
、
通
知
作
成
、

封
入
封
緘
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
対
応
を
委

託
し
て
お
り
、
以
前
は
5
0
0
通
の
通
知

で
し
た
が
、
4
5
0
0
通
に
拡
大
し
、
職

員
で
は
困
難
な
専
門
的
な
分
析
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
通
知
を
き
っ
か
け
に
改
善

し
た
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

年
代
に
よ
っ
て
健
診
受
診
勧
奨
を
工
夫 

特
定
健
診
の
集
団
健
診
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策

の
た
め
、
定
員
制
・
完
全
予
約
制
と
し
、

令
和
3
年
度
か
ら
は
予
約
方
法
を
電
話

に
加
え
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
を
開

始
し
ま
し
た
。
受
診
勧
奨
ポ
ス
タ
ー
等
を

医
療
機
関
や
薬
局
、
公
共
施
設
に
掲
示
す

る
ほ
か
各
自
治
会
の
回
覧
板
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
利
用
し
て
周
知
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
受
診
者
に
は
、
健
診
開
始
か

ら
お
お
よ
そ
3
か
月
後
を
目
安
に
勧
奨
通

知
を
発
送
し
、
予
約
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
や
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
す
る
ほ
か
年
代
に
よ
っ
て

内
容
を
変
え
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
日

立
市
医
師
会
等

と
連
携
し
生
活

習
慣
病
重
症
化

予
防
委
員
会
等

を
通
じ
て
受
診

状
況
な
ど
の
情

報
共
有
を
図
る

と
と
も
に
、「
医
療
機
関
健
診
」
や
「
か

か
り
つ
け
医
か
ら
の
診
療
情
報
等
提
供
事

業
」
の
受
診
促
進
に
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
集
団
健
診
会
場
で

特
定
保
健
指
導
を
実
施

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
分
割
実
施
を
開
始
し
、
す
べ
て

の
集
団
健
診
会
場
で
面
接
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
健
診
結
果
が
出
る

ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
電
話
や
訪
問
に

繋
が
ら
な
い
対
象
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

健
診
当
日
に
可
能
と
な
り
、
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
も
で
き
た
た
め
受
け
入
れ
て

い
た
だ
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
保
加
入
者
対
象
の
人
間
ド
ッ

ク
健
診
機
関
で
の
保
健
指
導
業
務
を
委
託

し
、
受
診
日
当
日
に
保
健
指
導
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
日
立
市
で
は
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

の
中
間
評
価
を
行
っ
た
際
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス

テ
ム
で
女
性
の
喫
煙
率
が
高
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

保
健
指
導
を
行
う
と
同
時
に
禁
煙
指
導
及

び
禁
煙
外
来
等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
シ
ー
ル
を
作
成

日
立
市
で
は
、
人
工
透
析
に
よ
る
治
療

を
行
っ
て
い
る
方
が
多
く
課
題
と
な
っ
て

い
た
た
め
、
日
立
市
医
師
会
の
先
生
方
に

相
談
し
て
基
準
を
決
定
し
、
特
定
健
診
の

結
果
で
「
血
圧
」「
e
G
F
R
」「
尿
蛋
白
」

「
血
糖
値
」
で
基
準
値
以
上
の
方
に
、
治

療
状
況
に
応
じ
て
、
訪
問
や
電
話
で
医
療

機
関
へ
の
受
診
勧
奨
及
び
保
健
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
立
市
医
師
会
に
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対

策
推
進
委
員
会
」
が
設
置
し
て
あ
り
、
腎

臓
専
門
医
、
糖
尿
病
専
門
医
、
か
か
り
つ

け
医
、
行
政
で
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
を
進
め
て
い

ま
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
推
進
委
員
会
で
Ｃ
Ｋ

Ｄ
シ
ー
ル
を
作
成
し
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
の
お

薬
手
帳
に
貼
付
す
る
こ
と
で
、
処
方
薬
の

注
意
喚
起
等
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
を
地
域
医
療
協

議
会
（
医
師
会
、歯
科
医
師
会
、薬
剤
師
会
、

学
校
等
の
関
係
機
関
）
の
事
業
と
し
て
位

置
づ
け
、
よ
り
対
象
者
を
拡
大
し
て
普
及

啓
発
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｆ
Ｍ
ひ
た
ち
を
利
用
し
て

生
活
習
慣
病
予
防
等
の
啓
発
実
施

令
和
3
年
4
月
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
公

式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
を
開
始
し
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
の
記
事
（
病

態
や
レ
シ
ピ
）
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
に
情
報
発
信
を
す
る
ツ
ー
ル

と
な
っ
て
お
り
、
少
し
ず
つ
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
や
「
い
い
ね
」
の
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｆ
Ｍ
ひ
た
ち
で
も
健
康
情
報
を

発
信
す
る
番
組
が
あ
る
の
で
、
そ
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

地
区
に
密
着
し
た
健
康
づ
く
り
活
動

日
立
市
で
は
、「
健
康
づ
く
り
推
進
員
」

と
い
う
、
健
康
づ
く
り
の
普
及
啓
発
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
あ
り
、
市
内
23

の
小
学
校
区
そ
れ
ぞ
れ
で
、
地
区
担
当
保

健
師
17
名
と
協
力
し
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

や
運
動
教
室
等
で
健
診
の
受
診
勧
奨
な
ど

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
研
修
会
や
講
演
会
で
得
た
知
識

を
各
地
区
で
教
室
等
を
開
催
し
啓
発
し
て

い
ま
す
が
「
自
分
の
健
康
に
も
活
か
さ
れ

て
い
る
。」
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｆ
Ｍ
ひ
た
ち

を
使
っ
て
情
報
発
信

日
立
市
健
康
づ
く
り
推
進
課

日立市健康づくり推進課のみなさま

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
・

多
剤
服
薬
情
報
通
知
を
作
成

年
代
に
よ
っ
て

内
容
を
変
え
た
勧
奨
通
知

医
療
機
関
等
に
配
布
し
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ
シ
ー
ル

保健センター
公式インスタグラム
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銀座通り

�

日立市保健センター
スタート／ゴール

鹿嶋神社
国道245号
入口

市
民
会
館
通
り

助川小
文

日立二高
文

助川中
文

コンビニ

コンビニ

日立総合病院

助川城跡公園
（折り返し地点）

���

日立市地域ブランド推進協議会では、
日立市の特産品をみなさんにもっと知
っていただくため、厳選した地域産品
（37品）を認定しています。

その中には、地元水産物を使った加
工品をはじめ、お菓子や飲料・酒など、
日立市の魅力がたっぷり詰まったごち
そうが、31品目あります。

是非一度、日立市地域ブランド認定
品をお召し上がりください。

詳しくは、日立市地域ブランド推進
協議会ホームページをご覧ください !!

日立市の特産品

日立市地域ブランド推進協議会

日立市地域ブランド認定品パンフレット

https://www.brand-hitachi.com/
日立市地域ブランド推進協議会ホームページ

今回は日立市保健センターを起点に助
川城跡公園を往復するコースをご紹介
します。

助川城跡公園往復コース

【コースのご案内】
距　　 離 3.1km
所 要 時 間 55分
ア ク セ ス 日立市保健センター

 （日立市助川1-15-15）
日立駅から茨城交通バス
「日立市保健センター」
下車

助川城跡公園は、幕末、水戸
藩主徳川斉昭が海からの守り
を目的に設置した全国的にも
珍しい城の跡で、天狗党の内
乱の舞台にもなりました。
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★
お
家
で
運
動
す
る
の
が
一
番
楽
々
便
利

　

第
1
回
と
第
2
回
で
、「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
を

長
く
自
立
し
て
楽
し
む
た
め
に
は
、
自
身
の
体
力
の
現

状
を
知
り
、
運
動
や
体
を
動
か
す
こ
と
を
習
慣
化
し
、

継
続
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
十
分

ご
理
解
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
実
際
的
、
具
体

的
に
、
ど
ん
な
運
動
を
、
ど
う
実
践
す
る
か
？
と
い
う

こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

近
場
に
公
的
運
動
施
設
や
自
主
サ
ー
ク
ル
、
行
政
が

開
催
す
る
教
室
が
あ
っ
た
り
、
民
間
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
や
ジ
ム
が
有
り
、
時
間
や
経
済
的
に
可
能
な
場

合
は
そ
う
い
っ
た
環
境
を
利
用
す
る
の
が
良
い
と
は
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
無
理
な
く
長
く
継
続
す
る
」、
と

い
う
こ
と
を
考
え
た
場
合
、
や
は
り
、
ご
自
宅
で
、
お

風
呂
に
入
っ
た
り
、
歯
磨
き
を
す
る
よ
う
な
感
覚
で
運

動
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
一
番
良
い
に
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
基
本
を
お
家
で
の
実
践
と
し
、
正
し
い
効
果
的
な

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
方
法
な
ど
は
、
外
の
環
境
や
ネ
ッ

ト
な
ど
で
情
報
収
集
し
な
が
ら
並
行
し
て
行
え
れ
ば
理

想
的
で
す
ね
。

★
ホ
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
メ
リ
ッ
ト

　

お
家
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
多

く
の
人
が
し
て
い
な
い
理
由
を
右
下
の
ス
ラ
イ
ド
に
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。
メ
リ
ッ
ト
は
や
は
り
、
天
候
や
時

間
帯
に
制
限
さ
れ
な
い
こ
と
と
、
手
間
や
お
金
が
殆
ど

か
か
ら
な
い
こ
と
で
す
ね
。
逆
に
、
し
な
い
、
で
き
な

い
理
由
と
し
て
は
、
家
は
運
動
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
、

家
族
に
迷
惑
、
場
所
が
無
い
、
な
ど
だ
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
良
く
考
え
て
み
る
と
単
な
る
思
い
込
み
、
観
念
的

な
決
め
つ
け
、
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
こ
の
2
年
間

の
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い
れ
ば
運

動
動
画
に
は
全
く
不
自
由
し
ま
せ
ん
し
、
私
の
教
室
で

は
そ
う
い
っ
た
思
い
込
み
や
観
念
を
変
え
て
頂
く
こ
と

に
結
構
重
き
を
置
い
て
お
り
、
そ
れ
が
変
わ
る
と
本
当

に
自
宅
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
習
慣
化

し
て
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
コ
ー
チ
ン
グ
で
「
観

念
の
設
計
図
」
と
い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ

に
観
念
が
現
実
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
と

共
に
、
ま
ず
は
、「
お
家
で
運
動
す
る
の
は
当
た
り
前
」

と
い
う
観
念
に
変
え
る
こ
と
が
先
で
、
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。

★
効
果
と
効
率
が
高
い
ホ
ー
ム
サ
ー
キ
ッ
ト

　

私
は
ホ
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
「
ホ
ー
ム
サ
ー

キ
ッ
ト
」
を
お
勧
め
し
て
お
り
、
非
常
に
効
果
も
高
く
、

喜
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
以
下
が
そ
の
理
由
で
す
。

① 

ご
自
宅
の
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
も
効
率
良
く
有
酸
素
運

動
が
出
来
、
し
か
も
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
同
時
に

出
来
て
し
ま
う
。

② 

単
純
に
有
酸
素
運
動
の
み
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

み
を
分
け
て
行
う
よ
り
、
交
互
に
行
う
こ
と
で
時
間

運
動
効
率
と
効
果
が
高
ま
る
。

③ 

メ
タ
ボ
改
善
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
確
実
に
結
果
が
出

て
お
り
、
骨
粗
鬆
症
や
フ
レ
イ
ル
予
防
の
効
果
も
十

分
期
待
出
来
る
。

　

方
法
を
資
料
と
し
て
左
頁
に
載
せ
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ト
ラ
イ
し
て
み
て
、
継
続
実
践
し
て
頂
く
こ
と
を
お

勧
め
致
し
ま
す
。

第3回

菅
野　
隆

筑
波
大
学
体
育
専
門
学
群
卒

業
（
健
康
運
動
指
導
士
・
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ト
レ
ー
ナ
ー
）

・
株
式
会
社
健
康
創
研
代
表
取
締
役

・
日
本
健
康
運
動
研
究
所　
代
表

・ 

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
理
事

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ホームトレーニングのすすめ

   ホームトレーニングのメリット
1 猛暑でも、真冬でも、雨でも、強風でも、雪でも、天候に制限されない
2 夜でも、暗い時間帯でも、したい時にすぐでき、時間帯に制限されない
3 人の目、体裁を気にしなくても良い（ルームウエアでも良い、女性は化粧しなくても良い）
4 支度、移動の時間や手間がかからない
5 望む、理想的な環境が作れる（室温、テレビ、DVDを観ながら、音楽を聴きながら）
◎ 自宅でトレーニングすれば、施設やスポーツクラブなどで行うよりお金もかからず、機会の制限
がぐっとなくなり、コンスタントに生活習慣としての継続出来る。

しかし、「しない」、「できない」。 というのは何故か? 一般的理由としては、
①家族に迷惑がかかる  →  実際は音とかスペースとか工夫すればそうでもないのでは ? 
②家はくつろぐところで運動する所ではない  → 単なる思い込み、外よりずっとメリットが多い
③狭くて、散らかっていて、場所が無い → 畳1畳程度のスペースが確保できれば十分可能
④筋トレやストレッチは出来ても有酸素運動は無理  →  やる気次第、思い込んでるだけ
※ 以前流行った、任天堂Wii も、ビリー、コアリズム、カーヴィーダンス、TRFもテレビの前で、ビデオやDVD、テレビ画面を見ながら
小スペースで行うもの

ぜひ、「思い込み」、「観念」を切り替え、自宅にスペースを確保し、トレーニングを入浴や歯磨きと
同じ位置づけの、「毎日の日課」に組み込みましょう !

★ホームトレーニングのすすめ
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④水平ツイスト【外腹斜筋、大腿筋】①ハーフスクワット【大腿筋、臀筋、背筋】

★ホームサーキットトレーニング　　気軽にお家で！

〔30秒～1分間交互に行う〕
◎筋トレの種類は自由選択です！
運動量は普通歩行時間の、3倍以上！

※注　回数、その他は無理なく任意で
行って下さい。また、1回の継続時間は
最低10分以上を目安に行いましょう。

⑤斜め下方ツイスト【外腹斜筋、大腿筋】

⑥バックツイスト【背筋、大腿筋】

②ツイスト【外腹斜筋、大腰筋、大腿筋】

③手足タッチ【背筋、大腿二頭筋】

【方法】…30秒～1分のその場歩きなどの有酸素運動と、30秒～1分の筋トレを、交互に行います！
【効果】…有酸素運動と筋力トレーニングを合わせて出来るので効率が良く、脂肪燃焼や運動効果が高い！
【こんな時】…家で、ちょっとした小休止の時間やテレビを観ながらなど、10分間を基本時間にしましょう！

■畳1畳分の広さで十分！

①その場速歩
②その場ジョギング
③小刻みステップでの前後反復
　ジョギング（前後10歩程度）
※③がお勧めです。

スタート！スタート！

④キック＆パンチ【肩腕胸筋、大腿筋】①両脚Ｖ字リフト【腹直筋、大腰筋】

⑤エルボー＆キック【肩腕筋、大腿筋】

⑥ウインドミル【腹筋全般】

②ツイスト【外腹斜筋、大腰筋、大腿筋】

③バックツイスト【背筋、外腹斜筋】

■イスに座っても出来ます！

イスに座ってウォーキング
または、お尻歩き

スタート！スタート！

キッチンタイマーなどを
使うと便利です！



Ａ
１ 　
腎
臓
病
は
、
腎
臓
の
糸
球
体
※
１
や
尿
細
管
※
２

が
冒
さ
れ
る
こ
と
で
腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
病

気
の
こ
と
で
、
末
期
に
な
る
と
透
析
療
法
な
ど
の

治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

 　

な
か
で
も
、
糖
尿
病
性
腎
症
は
糖
尿
病
の
合

併
症
の
1
つ
で
、
透
析
導
入
の
最
も
多
い
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
透
析
の
導
入
は
、
本
人
の

Q
O
L
（Q
uality of Life

：
ク
オ
リ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
ラ
イ
フ
。）※
３
の
低
下
や
医
療
費
の
増
大
に

つ
な
が
る
た
め
、
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
は
全

国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
1
… 

血
液
中
の
老
廃
物
や
塩
分
を
ろ
過
し
、
尿
と
し

て
体
の
外
に
排
出
す
る
働
き
を
し
て
い
る
。

※
2
… 

糸
球
体
で
ろ
過
さ
れ
た
尿
を
再
吸
収
す
る
働
き

を
し
て
い
る
。

※ 

3
…
「
生
活
の
質
」
の
こ
と
。

 
Ａ
２ 　

茨
城
県
が
、
保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
（
※
）
を

活
用
し
て
、
令
和
3
年
度
か
ら
県
内
2
市
を
モ
デ

ル
地
域
と
し
て
実
施
し
て
い
る
保
健
事
業
で
す
。

　
　

 　
I
C
T
を
活
用
し
た
非
接
触
型
の
食
事
改
善
指

導
な
ど
を
実
施
し
、
参
加
者
の
生
活
習
慣
の
改
善

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
人
工
透
析
へ
の
移
行
防
止

や
医
療
費
適
正
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
※
） 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進

に
係
る
事
業
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

茨城の医療と福祉の視点から 

Ｑ
２　

 
I
C
T
を
活
用
し
た
糖
尿
病
性
腎
症
等
重
症

化
予
防
事
業
と
は
？

国
が
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
対
し
交
付
す
る

交
付
金
。

Ａ
３ 　
本
事
業
の
対
象
は
、
県
内
モ
デ
ル
地
域
で
あ
る

2
市
に
在
住
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
か
ら
70
歳
の
方
、
か
つ
、
慢
性
腎
臓
病
の

ス
テ
ー
ジ
が
軽
度
か
ら
高
度
で
あ
る
方
で
す
。

　
　

 　
令
和
3
年
度
は
、
17
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

Ａ
４ 　

本
事
業
は
、
か
か
り
つ
け
医
、
管
理
栄
養
士
、

糖
尿
病
療
養
指
導
士
及
び
薬
剤
師
等
が
連
携
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

 　

保
健
指
導
の
内
容
は
、
参
加
者
専
属
の
管
理
栄

養
士
が
、
参
加
者
か
ら
L
I
N
E
を
使
用
し
て
送

ら
れ
て
く
る
毎
日
3
食
の
食
事
写
真
を
確
認
し
、

食
事
改
善
の
助
言
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
Z
o
o
m

を
使
用
し
て
週
1
回
面
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

 　

事
業
期
間
内
は
、
参
加
者
の
方
ご
自
身
が
、
体

重
、
血
圧
及
び
塩
分
摂
取
量
を
毎
日
測
定
し
、
管

理
栄
養
士
に
L
I
N
E
で
報
告
し
ま
す
。

　
　

 　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
時
に
は
、
参
加
者
の

か
か
り
つ
け
薬
局
の
薬
剤
師
又
は
糖
尿
病
療
養
指

導
士
が
月
1
回
程
度
同
席
し
、
服
薬
指
導
な
ど
の

フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
ま
す
。

　
　

 　

令
和
3
年
度
は
、
次
表
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
、
本
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
３　
ど
の
よ
う
な
方
を
対
象
者
と
し
て
い
ま
す
か
？

納豆の妖精

茨城県厚生総務課国民健康保険室

ICTを活用した糖尿病性腎症等重症化
予防事業について

今号の
テーマ

こちら国保

Q&A
Ｑ
１　
糖
尿
病
性
腎
症
と
は
？

Ｑ
４　
事
業
の
内
容
は
？
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 茨城の医療と福祉の視点から

  Ａ
５ 　

事
業
期
間
中
に
参
加
者
に
測
定
い
た
だ
い
た
体

重
等
の
記
録
と
併
せ
て
、
保
健
指
導
の
開
始
時
と

終
了
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
医
療
機
関
で
血
液
検
査
や

尿
検
査
を
実
施
い
た
だ
き
、
事
業
の
効
果
を
検
証

し
ま
す
。

　
　

 　

な
お
、
保
健
指
導
9
週
目
時
点
で
確
認
で
き
て

い
る
実
施
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
・
参
加
者
17
名
の
う
ち
離
脱
者
0
名
。

　
　
・ 

17
名
中
13
名
の
方
に
つ
い
て
、
平
均
塩
分
摂
取
量

が
減
少
傾
向
。

　
　
・ 

高
血
圧
の
参
加
者
4
名
に
つ
い
て
、
基
準
値
以

下
に
低
下
。

　
　
・ 

肥
満
対
象
者
8
名
の
う
ち
3
名
に
つ
い
て
、
顕

著
な
減
量
。

　
　

 　

県
で
は
、
本
事
業
の
取
組
な
ど
を
通
じ
て
、
引

き
続
き
、
県
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
や
疾
病
予

防
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
５　
事
業
終
了
後
の
流
れ
は
？

ーコロナ禍における新たな保健事業ー
～ ICTを活用した糖尿病性腎症等重症化予防事業～茨城県

　管理栄養士や地域薬局などが連携し、ICT を活用した生活習慣の改善指導を行うことで、
人工透析への移行防止など、コロナ禍における重症化予防策を展開する。
　①完全非接触型の支援：LINE、Zoomを活用した食事の改善指導
　②孤独・孤立の防止：生活習慣病リスクを抱える対象者に寄り添った支援
　③専門家と地域の連携：管理栄養士、地域薬局、医師会、地元企業等が連携

2か月（9、10月） 積極的な介入（LINE、Zoom活用）
2か月（11、12月） 介入終了後のフォローアップ

【合計】4か月

事業の
ポイント

事業期間

15 茨城の国保 540

期間 事業内容
8月 ・参加者の募集、決定

9月～
10月

・ 管理栄養士が、LINE で
食事写真（毎日３食）に
対して指導

・ 管理栄養士との週１回の
Zoom面談

　※ 面談には、薬剤師又は
糖尿病療養指導士が月
１回参加

11月

・ 管理栄養士との週１回の
Zoom面談

　※ 面談には、薬剤師又は
糖尿病療養指導士が月
１回参加

12月 ・定着度調査



茨城の医療と福祉の視点から 

地域ケアホットライン 健康・地域ケア推進課

┃成年後見制度利用促進のご案内┃
　厚生労働省https://guardianship.mhlw.go.jp
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成年後見制度の利用について
　みなさん、これから、年齢を重ねていく中で、また交通事故の被害を受けるなど、認知機能が低下し、
自分の意思が相手に伝わらなくなったらどうしますか ?
　平成12年から成年後見制度がスタートし、高齢者や障害者の財産などを守るための権利擁護の一つ
としてこれまで活用されてきました。
　みなさん、これを機会に成年後見制度について、理解を深めていただき、みなさんと共に、この制度
が広く社会で受け入れられるように一緒に取り組んで行きましょう。
　成年後見制度とは、認知症・知的障害・精神障害などで判断能力が不十分な方が自分の支援者を選び、
法律的に支援してもらう制度です。
　これまで、成年後見制度の利用者が増えず、金融機関等でこの制度が理解されていないことで、この
制度が広く国民に周知されていないことが問題となっていました。
　そこで茨城県では、成年後見制度を広く活用を促進していくために、市町村に対し支援しています。
具体的には、成年後見制度理解の促進や市町村において利用促進するための体制整備の支援及び水戸家
庭裁判所等の関係機関との連絡調整を実施しています。
　もっと成年後見制度を詳しく知りたい方は、成年後見制度ポータルサイトをご覧ください。



　茨城県では令和 3年 10月から、主に要介護認定を受けた方に対
して、リハビリテーション専門職が介護支援専門員と同行して、対
象者の自宅を訪問し、心身機能や居住環境等の聞き取りや、適切な
サービスの利用に繋がる助言指導等を行っています。

 茨城の医療と福祉の視点から

茨城県保健福祉部
健康・地域ケア推進課
からのお知らせです

「リハビリ相談」
のご案内

対象者 原則、主治医意見書により要介護認定を受けた
被保険者（目安：中・重度相当）です。

申込
方法

上記対象者のケアプランを担当する介護支援専
門員からの申込制です。

利用料 「リハビリ相談」の利用は無料です。

◎ 「リハビリ相談」全般に関すること（事務局）
　一般社団法人茨城県リハビリテーション専門職協会　担当：飯島
   〒 310-0034 茨城県水戸市緑町 3-5-35　茨城県保健衛生会館内
　E-mail：reha-info@irpa.jp　TEL：029-306-7765
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茨城の医療と福祉の視点から 

薬務課インフォメーション
茨城県保健福祉部医療局薬務課

セルフメディケーションのすすめ
　健康に暮らすためには、自分の健康は自分で守ることを意識して、積極的に健康管理に努めること
が大切です。そのためには、病気やお薬についての正しい知識を身につけ、軽い病気やケガなどは、
専門家のアドバイスのもとに、自分で治すという意識を持つことも必要です。

1 セルフメディケーションとは
　「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な体の不調は自分で手当てすること」（WHOの定義）です。
セルフメディケーションを推進していくことは、個人の自発的な健康管理や疾病予防の取り組みを促
進することはもちろん、医療費の適正化にもつながります。

2 優遇措置について
（1）セルフメディケーション税制とは
　 　薬局やドラッグストア等で税制対象のOTC医薬品を購入した
場合、確定申告の際に購入費用について所得控除ができる制度で
す。※医療費控除と選択制です。
　 　この税制を活用するためには、
　　① 「健康の維持増進及び疾病の予防への取組」として、特定健康診査、予防接種、定期健康診断、

健康診査、がん検診を受けている。
　　②家族分を含めて、対象医薬品を、12,000 円を超えて購入している。
　の条件があります。
　 　12,000 円を超えた金額（8万 8,000 円が限度）について、その年の総所得金額から控除を受け
ることができます。

（2）セルフメディケーション税制の対象医薬品
　 　セルフメディケーション税制の対象となるのは特定のOTC医薬品であり、ドラッグストア等で購
入できる医薬品のすべてが対象となっているわけではありません。OTC医薬品とは、医師の処方せ
んなしにドラッグストア等で購入できる医薬品です。
　 　本税制の対象医薬品は厚生労働省のHPで掲載しているほか、対
象医薬品のパッケージに右の「セルフメディケーション対象識別マー
ク」が記載されています。また、対象医薬品は、購入時のレシート
に「☆」などの印字がされます。

（3）セルフメディケーション税制の利用方法
　 　この制度を利用するには、通常の確定申告に必要な書類に加えて、
　　①対象となるOTC医薬品を購入した際のレシートや領収書
　　②定期健康診断等を受けたことを証明する書類（結果通知表、領収書等）
　を提出しなければなりません。
　 　領収書や定期健康診断等の書類は大事に保管しておきましょう。

制度の詳細については , 以下の厚生労働省のHPをご覧下さい。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000124853.html
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令和 3年度 被保険者啓発ポスター
広 報 事 業 の ご 紹 介

本会では、令和 3年度の広報事業として、YouTube 動画広告や標語募集事業の実施のほか、各種被保険
者啓発ポスターを作成しました。ぜひ、ご活用ください。

国保料（税）納付勧奨ポスター
　国保料（税）の納付意識の啓発を図
るため、市町村、金融機関、県関係機
関等に配布しました。

特定健診受診勧奨ポスター
　「特定健診受診促進月間」の取り組
みとして作成し、市町村、保険医療機
関、県関係機関等に配布しました。

第三者行為届出促進ポスター
　「第三者行為求償強化月間」の取り
組みとして作成し、市町村、保険医療
機関、県関係機関等に配布しました。

被保険者証年次更新周知ポスター
　国保と後期の被保険者証の更新月を周知する
ために作成し、市町村、保険医療機関、県関係
機関等に配布しました。



後期高齢者医療広域連合通信
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
あ

ふ
れ
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
広
域
連
合
は
、
平
成
19
年
1
月
に

設
立
以
来
、
本
年
で
15
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
、
被
保
険
者
数
は
約
42
万
人
を
超
え
、
制

度
発
足
時
に
比
べ
て
約
1
・
41
倍
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
医
療
費
で
は
約
3
5
0
0
億
円

と
な
り
、
約
1.5
倍
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
こ
と

に
よ
り
被
保
険
者
数
の
更
な
る
増
加
が
見
込
ま

れ
る
一
方
、
現
役
世
代
に
つ
い
て
は
減
少
が
続

く
こ
と
や
、
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
医

療
費
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
運
営
は
よ
り
一
層

厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
は
全
世
代
型
社
会

保
障
制
度
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
後
期
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
広
域
連
合
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
組
を
推

進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
方
が
健
や

か
な
生
活
を
で
き
る
だ
け
長
く
送
れ
る
よ
う
、

健
康
診
査
、
歯
科
健
康
診
査
、
生
活
習
慣
病
重

症
化
予
防
な
ど
の
事
業
や
高
齢
者
の
保
健
事
業

と
介
護
予
防
等
の
一
体
的
な
実
施
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
被
保
険
者
の
皆
様
の
心
身
の
多

様
な
課
題
に
対
応
し
た
き
め
細
や
か
な
支
援
と

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
県
内
44
市
町
村
及

び
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
に
寄
せ
て
の

御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

茨城県後期高齢者医療広域連合

広域連合長　豊　田　　稔



21 茨城の国保 540

令和3年度上半期医療費等の動向について

還付金詐欺と思われる不審電話の多発について
　

茨
城
県
内
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
方
が
被
害

者
と
な
る
不
審
な
電
話
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
市
町
村
の
職
員
を
名
乗
る
者

な
ど
か
ら
「
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
る
。
期
限

が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
役
所
で
は

手
続
き
で
き
な
い
。
銀
行
の
A
T
M
（
現
金

自
動
預
払
機
）
な
ら
ば
手
続
き
で
き
る
の
で
、

携
帯
電
話
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て

A
T
M
に
行
っ
て
ほ
し
い
。」
と
い
っ
た
も
の

が
多
く
、
銀
行
や
郵
便
局
の
職
員
を
名
乗
る
者

を
後
か
ら
連
絡
さ
せ
る
な
ど
、
複
数
の
人
物
を

使
い
、手
口
は
と
て
も
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
最
終
的
に
は
A
T
M
へ
誘
導
し
、
相

手
の
口
座
に
振
込
ま
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

も
し
、
還
付
金
等
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

と
き
は
、
落
ち
着
い
て
一
度
電
話
を
切
り
、
当

広
域
連
合
や
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
後
期
高
齢

者
医
療
担
当
課
に
連
絡
し
て
、
事
実
か
ど
う
か

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
A
T
M
の
操
作
を
求
め
る
電
話
や

手
紙
は
詐
欺
と
考
え
、
警
察
に
相
談
を
す
る
な

ど
、
相
手
に
は
連
絡
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。 

　

当
広
域
連
合
及
び
市
町
村
の
職
員
等
が
、
医

療
費
や
保
険
料
の
還
付
、
高
額
療
養
費
の
支
給

等
の
た
め
に
、
A
T
M
の
操
作
を
求
め
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

令
和
３
年
度
上
半
期
の
３
月
か

ら
８
月
ま
で
の
医
療
費
及
び
被
保

険
者
数
は
、次
表
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
２
年
度
上
半
期
に
対
し

て
、
医
療
費
は
3
・
91
％
増
、
被

保
険
者
数
は
0
・
58
％
増
に
な
っ

て
い
ま
す
。

各診療月における医療費（上半期分） （単位：百万円）

診療月
年

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 合計

令和３年 30,961 29,706 28,739 29,488 29,597 29,255 177,746

令和２年 30,204 27,577 26,619 28,802 29,693 28,172 171,067

増減率（％） 2.51 7.72 7.97 2.38 △ 0.32 3.85 3.91

※ 療養の給付に要した額（医療費の総額から自己負担分を除いた額）となります。
　また、令和３年10月末日現在の医療費（速報値）となります。
※増減率は端数処理前の医療費で算出しています。

各診療月における月末被保険者数（上半期分） （単位：人）

診療月
年

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 月平均

令和３年 421,338 421,214 421,416 422,171 422,884 423,966 422,165

令和２年 418,858 419,274 419,521 419,750 420,181 420,684 419,711

増減率（％） 0.59 0.46 0.45 0.58 0.64 0.78 0.58

茨城県後期高齢者医療広域連合
〒 311-4141 水戸市赤塚 1丁目 1番地　ミオス 1階
総務企画課：029-309-1211　　事業課（保健資格班）：029-309-1213
事業課（給付第 1班、第 2班）：029-309-1214
会計室：029-309-1217 ／ FAX：029-309-1126
茨城県後期高齢者医療広域連合ホームページ：https://www.kouiki-ibaraki.jp/



国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
K
D
B
）シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
保
健
事
業
の
進
め
方
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糖
尿
病
未
治
療
者
及
び
治
療
を
中
断
し
た
者
に
対
し
、
受

診
勧
奨
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
実
施

後
、
対
象
者
の
受
診
の
有
無
を
確
認
し
、
受
診
が
な
い
者
に

は
更
に
面
談
等
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
と
あ
り
ま
す
。
未
受

診
者
、
治
療
中
断
者
の
把
握
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い

で
し
ょ
う
か
。
ど
の
よ
う
に
K
D
B
を
活
用
す
れ
ば
良
い
で

し
ょ
う
か
。

特
定
健
診
受
診
者
の
う
ち
、
H
b
A
1
c
が
8.0
％
以
上
の

未
治
療
者
の
割
合
が
小
さ
い
順
に
、
平
成
30
年
度
の
市
町
村

規
模
別
の
自
治
体
上
位
3
割
に
当
た
る
割
合
を
達
成
し
て
い

る
場
合
に
点
数
を
配
点
す
る
と
あ
り
ま
す
。

【
糖
尿
病
重
症
化
予
防
と
保
険
者
努
力
支
援
制
度
】

保
険
者
努
力
支
援
制
度
を
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
国
は

1
0
0
0
億
円
を
用
意
し
、
市
町
村
に
5
0
0
億
円
、
都
道

府
県
に
5
0
0
億
円
を
配
分
し
て
い
ま
す
。
医
療
費
適
正
化

の
た
め
に
努
力
し
た
と
こ
ろ
、
医
療
費
の
伸
び
を
抑
え
る
た

め
に
努
力
し
た
と
こ
ろ
に
配
分
す
る
の
で
す
。

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
対
象
と
な
る
項
目
は
、
図
1
の

よ
う
に
、
市
町
村
で
は
、
健
診
受
診
率
の
向
上
、
保
健
指
導

実
施
率
の
向
上
、
重
症
化
予
防
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
都
道
府

県
で
は
、
健
診
受
診
率
の
平
均
値
な
ど
の
市
町
村
の
取
組
状

況
、
医
療
費
適
正
化
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
、
重
症
化
予
防
の

取
組
状
況
な
ど
で
す
。
配
点
が
大
き
い
の
は
、
医
療
費
適
正

化
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
で
す
。
重
症
化
予
防
も
配
点
が

大
き
い
項
目
で
す
。
重
症
化
予
防
は
糖
尿
病
性
腎
症
で
す
。

な
ぜ
重
症
化
予
防
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
な
ぜ
糖

尿
病
性
腎
症
な
の
で
し
ょ
う
か
。
新
規
人
工
透
析
の
患
者
さ

ん
は
、
毎
年
、
約
4
万
人
近
く
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
1
位

は
糖
尿
病
で
40
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
最
近
は
横

ば
い
で
す
が
、
糖
尿
病
の
影
響
は
と
て
も
大
き
い
の
で
す
。

人
工
透
析
の
年
間
医
療
費
は
ど
れ
く
ら
い
だ
か
ご
存
じ
で
す

か
。市

町
村
分
（
図
1
の
枠
）
の
う
ち
、
保
険
者
共
通
の
指
標

の
3
番
目
は
、
糖
尿
病
等
の
重
症
化
予
防
の
取
組
の
実
施
状

況
で
す
。
具
体
的
に
は
糖
尿
病
性
腎
症
が
原
因
の
人
工
透
析

を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
す
。
都
道
府
県

分
（
図
1
の
枠
）
で
は
、
医
療
費
適
正
化
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
と
し
て
、
重
症
化
予
防
の
マ
ク
ロ
的
評
価
と
し
て
、
年
齢

調
整
後
新
規
透
析
導
入
患
者
数
が
評
価
指
標
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【
な
ぜ
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
が
大
事
な
の
か
】

市
町
村
が
実
施
す
る
重
症
化
予
防
は
、
糖
尿
病
性
腎
症
重

症
化
予
防
に
高
い
点
数
が
つ
い
て
い
ま
す
。
国
は
そ
れ
だ
け

重
視
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

健
診
結
果
の
み
な
ら
ず
レ
セ
プ
ト
の
請
求
状
況
（
薬
剤
や

疾
患
名
）
も
活
用
し
、
糖
尿
病
性
腎
症
対
象
者
の
概
数
を
把

握
し
て
い
る
こ
と
と
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い

で
し
ょ
う
か
、
ど
の
よ
う
に
K
D
B
を
活
用
す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
か
。

図 1　令和 3年度の保険者努力支援制度（市町村・都道府県）

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
に

役
立
て
る

第3回

図 2　国保データベース（KDB）システムメニュー画面
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保
健
指
導
対
象
者
の
H
b
A
1
c
、
e
G
F
R
、
尿
蛋
白

等
の
検
査
結
果
を
確
認
し
、
取
組
の
実
施
前
後
で
ア
ウ
ト
カ

ム
指
標
よ
り
評
価
し
て
い
る
こ
と
と
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
評
価
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
ど
の
段
階
で
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

  

【
K
D
B
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
対
象
者
の
把
握
】

K
D
B
シ
ス
テ
ム
に
は
膨
大
な
情
報
が
入
っ
て
い
ま
す
。

特
に
帳
票
の
数
は
1
0
0
種
類
近
く
あ
り
、
ど
ん
ど
ん
増
え

て
い
る
の
で
、
使
い
こ
な
す
の
が
大
変
で
す
。
今
回
は
、
保

険
者
努
力
支
援
制
度
で
評
価
点
数
の
高
い
糖
尿
病
重
症
化
予

防
の
取
組
に
K
D
B
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
方
法
を
紹
介
し

ま
す
。

図
2
の
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
K
D
B
）
シ
ス
テ
ム 

メ

ニ
ュ
ー
画
面
の
左
か
ら
2
列
目
、
上
か
ら
2
番
目
の
「
厚
労

省
様
式
出
力
」
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
K
D
B
シ
ス
テ
ム
帳
票

14
の
厚
生
労
働
省
様
式
（
様
式
3
‐
2
）
糖
尿
病
の
レ
セ
プ

ト
分
析
を
み
て
み
ま
す
。
糖
尿
病
の
レ
セ
プ
ト
分
析
を
男
女

別
、
年
齢
階
級
別
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
糖
尿
病
で
治

療
し
て
い
る
人
の
数
、
合
併
症
の
状
況
、
糖
尿
病
性
腎
症
で

治
療
中
の
人
、
脳
血
管
疾
患
も
一
緒
に
治
療
し
て
い
る
人
、

虚
血
性
心
疾
患
も
一
緒
に
治
療
し
て
い
る
人
、
人
工
透
析
の

治
療
を
し
て
い
る
人
の
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

に
糖
尿
病
性
腎
症
で
治
療
し
て
い
る
人
は
今
後
人
工
透
析
に

移
行
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
重
症
化
を
予
防
す
る
た

め
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
か
。
年
齢
階

級
別
で
人
数
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
若
い
時
の
糖

尿
病
の
治
療
中
断
が
結
果
的
に
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
の
人

工
透
析
、
脳
血
管
疾
患
、
虚
血
性
心
疾
患
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

帳
票
19
（
様
式
3
‐
7
）
は
人
工
透
析
の
レ
セ
プ
ト
分

析
で
す
。
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
重
症
化
予
防
で
は
、

H
b
A
1
c
が
8.0
％
以
上
の
未
治
療
者
を
減
ら
す
こ
と
が
評

価
指
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
自
分
の
市
町
村
で

H
b
A
1
c
の
値
が
一
番
高
い
人
の
値
は
い
く
つ
で
、
8.0
％

以
上
の
人
が
何
人
い
る
か
ご
存
知
で
す
か
。
K
D
B
を
使
っ

て
調
べ
る
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
分
か
り
や
す
い

方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
図
4
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
令

和
2
年
度
の
デ
ー
タ
を
使
い
ま
す
。
K
D
B
の
デ
ー
タ
は
膨

大
な
の
で
、
受
診
勧
奨
対
象
者
の
中
か
ら
絞
っ
て
探
す
と
予

防
す
べ
き
対
象
者
が
明
確
に
な
り
ま
す
。
是
非
、
や
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

 

「
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
K
D
B
）
シ
ス
テ
ム 

メ
ニ
ュ
ー
」

画
面
で
、
左
か
ら
2
列
目
、
下
か
ら
3
番
目
の
「
被
保
険

者
管
理
台
帳
」
ボ
タ
ン
を
押
し
、
調
べ
て
お
い
た
番
号
ま
で

画
面
を
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
「
被
保
険
者
証
記
号
番
号
」
欄
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
「
個
人
別
履
歴
」
画
面
へ
移
動
し
ま
す
。

「
個
人
別
履
歴
」
画
面
の
上
に
「
印
刷
」
ボ
タ
ン
が
あ
る
の

で
、「
印
刷
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
印
刷
で
き
ま
す
。

H
b
A
1
c
の
値
が
上
位
の
人
に
つ
い
て
、「
個
人
別
履
歴
」

を
見
る
と
過
去
5
年
間
の
医
療
機
関
受
診
状
況
（
未
受
診
、

治
療
中
断
）、
疾
病
名
、
医
療
費
の
額
を
確
認
で
き
ま
す
。

そ
の
あ
と
、「
履
歴
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
「
5
年

間
の
履
歴
」
画
面
へ
移
動
す
る
と
、
同
じ
く
「
印
刷
」
で
き

ま
す
。
詳
し
い
治
療
内
容
は
、
こ
の
「
5
年
間
の
履
歴
」
を

見
る
こ
と
で
、
月
毎
の
受
診
状
況
、
投
薬
の
状
況
、
手
術
の

状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。
未
治
療
者
、
治
療
中
断
者
が
結
果

的
に
重
症
化
し
、
人
工
透
析
や
脳
血
管
疾
患
、
虚
血
性
心
疾

患
に
な
っ
て
医
療
費
が
伸
び
て
い
く
の
で
す
。
国
民
皆
保
険

制
度
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
住
民
の
保
険

料
負
担
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
重
症
化
予

防
を
徹
底
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

次
回
は
K
D
B
を
活
用
し
て
心
不
全
・
循
環
器
疾
患
の
予

防
に
役
立
て
る
方
法
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
す
。

千
葉
大
学
客
員
教
授
（
医
療
政
策
学
）

（
元
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
）

矢
島　
鉄
也

図 3　 帳票 14（様式 3-2）糖尿病のレセプト分析と帳票 19（様式 3-7）
人工透析のレセプト分析
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第3回　1人当たり医療費を確認してみよう !

笠
原
先
生
こ
ん
に
ち
は
。

年
間
の
一
人
当
た
り
医
療

費
を
確
認
し
よ
う
と
思
っ

て
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
の
地
域
の
全

体
像
の
把
握
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
帳
票
の
画
面
で

は
、
一
人
当
た
り
医
療
費

が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
…
。
別
の
帳
票
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
で
算
出
で

き
る
一
人
当
た
り
医
療
費

は
、
い
く
つ
か
あ
る
の
で
、

地
域
の
全
体
像
の
把
握
か

ら
年
間
の
一
人
当
た
り
医

療
費
を
確
認
す
る
方
法
を

教
え
る
よ
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

地
域
の
全
体
像
の
把
握

に
「
医
療
」
の
デ
ー
タ
が

あ
る
の
は
知
っ
て
い
た
か

な
？

そ
の
欄
は
見
て
み
た
の
で

す
が
、「
一
人
当
た
り
医

療
費
点
数
」
と
あ
っ
た
の

で
、
こ
れ
が
医
療
費
な
の

か
よ
く
分
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
…
。

そ
う
だ
っ
た
ん
だ
ね
。
医

療
機
関
を
受
診
し
て
治

療
を
受
け
る
と
1
ケ
月
ご

と
、
患
者
ご
と
に
レ
セ
プ

ト
が
作
成
さ
れ
、
診
療
報

酬
点
数
で
表
さ
れ
る
ん
だ

よ
。
1
点
は
、
10
円
に
な

る
の
で
、
こ
の
点
数
に
10

を
か
け
た
も
の
が
、
医
療

費
な
ん
だ
。

そ
う
す
る
と
、
ま
ず
は
点

数
に
10
を
か
け
て
、
医
療

費
を
出
す
の
で
す
ね
。

そ
う
だ
ね
。
地
域
の
全
体

像
の
把
握
の
Ｒ
02
年
度

（
累
計
）
の
帳
票
を
見
直

し
て
み
よ
う
。

（
確
認
中
）

一
人
当
た
り
医
療
費
点
数

は
、
1
、4
8
4
点
な
の

で
、
医
療
費
は
、
1
4
、

8
4
0
円
で
す
ね
。

下
の
方
に
も
一
人
当
た
り

医
療
費
点
数
が
な
い
か

な
？

本
当
で
す
ね
！
私
が
見
て

い
た
の
は
、
も
し
か
し
て

外
来
で
す
か
？

医
科
の
外
来
だ
ね
。
そ
の

他
に
、
医
科
の
入
院
・
歯

科
の
一
人
当
た
り
医
療
費

点
数
も
あ
る
ん
だ
よ
。
調

剤
の
レ
セ
プ
ト
分
は
、
医

科
の
外
来
や
歯
科
に
そ
れ

ぞ
れ
紐
づ
い
て
合
算
さ
れ

て
い
る
よ
。

地域の全体像の把握（帳票）

国保データベースKDB
システム相談室 

ひばりさんは、この数値
を見ていましたが、1人当たり
医療費点数は他にもありました。
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そ
ん
な
に
種
類
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

い
く
つ
か
種
類
が
あ
る
の
で
注
意
し
て

ね
。
ち
な
み
に
、
Ｒ
02
年
度
（
累
計
）
の

帳
票
の
画
面
に
あ
る
一
人
当
た
り
医
療
費

点
数
の
数
値
は
、
年
間
の
平
均
値
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
1
ケ
月
分
の
目
安
の
値
に

な
る
よ
。

年
度
累
計
で
は
あ
っ
て
も
平
均
値
な
ん
で

す
ね
。
医
科
の
入
院
・
外
来
を
合
わ
せ
た

年
間
の
一
人
当
た
り
医
療
費
は
、
こ
の
帳

票
か
ら
分
か
り
ま
す
か
？

医
科
の
年
間
の
一
人
当
た
り
医
療
費
は
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ
に
あ
る
数
値
を
計
算
す
る
と
算

出
で
き
る
よ
。
表
の
各
項
目
の
セ
ル
の
数

値
を
Ｃ
Ｓ
Ｖ
で
確
認
し
て
計
算
し
て
み
よ

う
。

（
確
認
中
）

被
保
険
者
数
は
、
Ｃ
80
の
セ
ル
な
の
で
、

6
6
9
、9
9
2
人
で
す
ね
。

そ
う
そ
う
。
Ｃ
Ｓ
Ｖ
を
見
る
の
も
慣
れ
て

き
た
ね
。
Ｒ
02
年
度
（
累
計
）
の
場
合
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ
の
被
保
険
者
数
は
、
直
近
月
の
値

に
な
る
の
で
、
Ｒ
03
年
05
月
（
Ｒ
3
年
3

月
）
の
人
数
に
な
る
よ
。

年
度
累
計
で
も
被
保
険
者
数
は
、
平
均

値
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
覚
え
て
お
き
ま

す
！

次
に
医
科
の
レ
セ
プ
ト
総
点
数
を
見
て
み

よ
う
。
Ｒ
80
の
セ
ル
に
な
る
よ
。
こ
の
数

値
は
、
医
科
の
入
院
・
外
来
を
合
わ
せ
た

点
数
に
な
る
よ
。

Ｒ
80
の
セ
ル
で
す
ね
。
こ
れ
に
10
を
か

け
る
と
医
科
の
入
院
・
外
来
を
合
わ
せ

た
医
療
費
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
！

そ
れ
を
被
保
険
者
数
で
割
る
と
・
・
・

2
9
0
、0
0
8
円
に
な
り
ま
し
た
。

正
解
！
ち
な
み
に
今
回
は
年
間
の
一
人
当

た
り
医
療
費
を
計
算
し
た
の
で
、
1
ケ
月

分
を
計
算
す
る
時
は
、
作
成
年
月
を
選
ん

で
C
S
V
を
出
し
て
計
算
し
て
み
て
ね
。

ち
な
み
に
、
K
D
B
シ
ス
テ
ム
で
表
示
さ

れ
て
い
る
作
成
年
月
か
ら
2
ケ
月
引
い
た

月
が
診
療
年
月
だ
よ
。

1
ケ
月
分
も
同
じ
よ
う
に
計
算
し
て
み
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　ご不明な点がございましたら、下記まで Eメールや電話等でお問い合わせください。
　訪問支援をご希望の場合、ご連絡をいただければ担当職員がお伺いいたします。
　　茨城県国民健康保険団体連合会　保健事業課　保健事業係
　　TEL：029-301-1553　　FAX：029-301-1575　　Email：jigyou@ibaraki-kokuhoren.or.jp

KDBシステムについてのお問い合わせはこちらまで

地域の全体像の把握（CSV）

表　地域の全体像の把握（CSV）の各項目のセル
項目 セル

被保険者数 C80
レセプト総点数 R80
レセト総点数（外来） Z80
レセプト総点数（入院） AH80
歯科レセプト総点数 AR80

〇計算式
　一人当たり医療費（年間）= 総医療費（レセプト総点数×10 円）÷被保険者数
　19,430,294,329点×10÷669,992 人=290,008 円（四捨五入）
※ 医科入院・外来の一人当たり医療費をそれぞれ算出する場合は、AH80・
Z80 のセルの数値で計算してください。

※ 歯科分も含めた一人当たり医療費を算出する場合は、R80と AR80 のセル
の数値を合算して計算します。
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今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
、
人
々
の
日
常
生
活
は

大
き
く
変
容
し
た
。
仕
事
は
会
社
で
す
る
も
の
、
毎

日
会
社
に
通
勤
し
て
そ
こ
で
同
僚
と
共
に
仕
事
を
し

て
夜
は
家
に
帰
っ
て
自
分
の
時
間
を
過
ご
す
、
そ
ん

な
生
活
が
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
日
本
の
緊
急
事
態
宣
言

は
「
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
」
で
は
な
か
っ
た
が
ほ
ぼ
同
様

の
事
態
に
な
っ
た
）
で
一
変
す
る
。
在
宅
勤
務
（
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
）
が
普
通
の
働
き
方
に
な
り
、
む
し

ろ
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
常
態
」
と
し
て
定
着
し
つ

つ
あ
る
。「
オ
ン
」「
オ
フ
」
の
境
目
が
な
く
な
り
、

人
々
の
時
間
の
使
い
方
、
服
装
、
食
生
活
、
購
買
行

動
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
世
界
は
、
も
う
旧
に
復
す
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
。

行
動
制
限
が
強
化
さ
れ
る
中
で
、
人
々
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
姿
も
大
き
く
変
わ
っ
た
。
日
常
生

活
の
中
で
も
対
面
で
の
接
触
が
減
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
比
重
が
大
き
く
高
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
社
会
的
生
き
物
で
あ
る
人
間
の
意
識
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
。
地
域
社
会
の
姿
も
ま
た
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

国
連
の
推
計
（
2
0
1
8
）
に
よ
れ
ば
、
世
界
の

人
口
の
約
55
％
は
都
市
生
活
者
で
、
2
0
5
0
年
に

は
そ
の
比
率
は
70
％
に
達
す
る
と
い
う
。こ
れ
ま
で
、

都
市
化
の
課
題
と
い
え
ば
人
口
集
中
に
よ
る
渋
滞
・

混
雑
・
大
気
汚
染
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
行
動
制
限
に
よ
っ
て
問
題
状
況
が

一
変
し
た
。
人
々
は
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
思
っ

て
い
た
生
活
様
式
、
働
き
方
、
時
間
と
空
間
の
使
い

方
に
、
別
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を

実
体
験
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
あ
り
方
が
大
き
く
見
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

人
々
の
行
動
様
式
が
変
わ
れ
ば
、
ま
ち
の
あ
り
方

も
ま
た
変
わ
る
。
新
し
い
生
活
様
式
に
即
し
た
新
た

な
都
市
の
形
、ま
ち
づ
く
り
の
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
る
。

コ
ロ
ナ
前
か
ら
、
地
球
規
模
の
文
明
の
持
続
可
能

性
と
い
う
視
点
か
ら
、
脱
炭
素
社
会
、
S
D
G
s
が

大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
お
り
、「
等
身
大
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
動
き
が
欧
州
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
市
は
「
20
分
生

活
圏
」、
パ
リ
市
は
「
15
分
生
活
圏
」
を
掲
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
徒
歩
や
自
転
車
で
自
宅
か
ら
15
分
か
ら
20
分

の
範
囲
で
職
場
や
学
校
、
買
い
物
、
公
園
、
病
院
な

ど
生
活
し
て
い
く
上
で
必
要
な
都
市
機
能
に
一
通
り

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
な
都
市
計
画
を
進
め
て
い

る
。
ロ
ン
ド
ン
は
す
で
に
公
共
バ
ス
（
例
の
赤
い
ロ

ン
ド
ン
バ
ス
）
を
全
て
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
に
切

り
替
え
、
市
内
の
主
要
幹
線
道
路
の
車
線
を
減
ら
し

て
自
転
車
専
用
道
や
歩
道
に
作
り
替
え
て
い
る
。
シ

こくほ随想

�����������

ポストコロナの
まちづくり
上智大学総合人間科学部教授

一般社団法人未来研究所臥龍代表理事　香取 照幸
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ン
プ
ル
な
交
通
手
段
が
増
え
る
こ
と
は
市
民
の
健
康

促
進
と
排
気
ガ
ス
削
減
に
つ
な
が
る
。

今
や
多
く
の
欧
州
諸
国
で
は
中
心
市
街
へ
の
自
動

車
乗
り
入
れ
制
限
が
行
わ
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
っ

て
市
民
が
ま
ち
な
か
に
集
い
、
活
気
を
取
り
戻
し
て

い
る
。
路
面
電
車
が
復
活
し
て
い
る
都
市
も
数
多
く

あ
る
。

自
宅
や
近
隣
の
カ
フ
ェ
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ど

を
利
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、
働

き
な
が
ら
休
暇
も
取
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
働

き
方
の
多
様
化
と
分
散
化
が
進
み
、
人
々
が
自
分
の

仕
事
と
生
活
の
状
況
（
仕
事
の
内
容
や
子
育
て
・
介

護
な
ど
）
に
応
じ
て
仕
事
を
す
る
場
所
と
時
間
を
選

ぶ
よ
う
に
な
る
と
、
仕
事
と
生
活
が
同
じ
生
活
圏
域

の
中
で
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

そ
う
な
れ
ば
、
住
宅
地
と
は
夜
だ
け
人
々
が
帰
っ

て
く
る
よ
う
な
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
は
な
く
、
地
域
社

会
で
生
活
が
完
結
し
て
い
く
よ
う
な
、
新
た
な
ま
ち

の
あ
り
方
が
形
作
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
し
、
そ
う
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

等
身
大
の
ま
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
、
都
市

へ
の
人
口
密
集
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
改
善
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
、
さ
ま
ざ
ま
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
人
た
ち
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど

多
世
代
が
共
存
す
る
空
間
を
生
み
出
す
。
こ
の
こ
と

は
私
た
ち
が
目
指
す
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実

現
に
も
つ
な
が
る
。

「
暮
ら
し
」
を
中
心
に
組
み
立
て
ら
れ
る
新
し
い

地
域
社
会
こ
そ
が
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
ま
ち

の
姿
に
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

【
記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社
】

●執筆者プロフィール
上智大学総合人間科学部教授
一般社団法人未来研究所臥龍代表理事

【略歴】
1980 年 4月厚生省入省後、保険局国民健康保険課、在フランスOECD（経済協
力開発機構）事務局研究員、埼玉県生活福祉部老人福祉課長、厚生省高齢者介護
対策本部事務局次長等を経て 2001年 5月から総理大臣官邸に勤務。その後、内
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①被保険者数 （人）

審 査 月 11月 12月 R3/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
国 保 計 678,533 677,047 676,103 675,482 672,819 670,841 676,235 673,786 670,222 667,340 665,188 663,208
後期高齢者 421,243 421,143 420,534 420,904 421,104 421,338 421,255 421,450 422,175 422,887 423,999 424,958
※被保険者マスターより作成。各審査月の前月末現在の人数。

②件数 （件）

審 査 月 11月 12月 R3/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
国 保 計 876,971 816,362 855,884 781,457 803,760 887,844 862,324 808,838 861,985 855,050 825,611 823,007
後期高齢者 958,572 896,069 944,474 869,099 864,720 950,325 939,490 891,965 930,785 927,623 908,286 925,058

③費用額 （千円）

審 査 月 11月 12月 R3/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
国 保 計 19,695,140 18,065,557 19,022,292 17,866,662 17,448,996 20,002,485 18,998,122 18,083,185 19,357,654 18,935,374 18,603,271 18,519,679
後期高齢者 30,599,267 28,593,857 30,151,807 28,805,194 27,300,089 30,810,134 29,548,810 28,581,283 29,321,597 29,440,246 29,103,315 29,238,480

④ 1人当たり費用額 （円）

審 査 月 11月 12月 R3/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
国 保 計 29,026 26,683 28,135 26,450 25,934 29,817 28,094 26,838 28,882 28,374 27,967 27,924
後期高齢者 72,640 67,896 71,699 68,436 64,830 73,125 70,145 67,817 69,454 69,617 68,640 68,803

⑤ 1件当たり費用額 （円）

審 査 月 11月 12月 R3/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
国 保 計 22,458 22,129 22,225 22,863 21,709 22,529 22,031 22,357 22,457 22,145 22,533 22,502
後期高齢者 31,922 31,910 31,924 33,144 31,571 32,421 31,452 32,043 31,502 31,737 32,042 31,607

統計
情報医 療 費 の 状 況
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　被保険者数において、国保は 6月分から毎月減少しているが、後期高齢者は 6月分から増加している。
　また、件数、費用額において、国保は 8月分から前月より減少しているが、後期高齢者は 9月分は前月より減
少したが、8月分と 10月分は前月と比較して増加している。
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①認定者数 （人）

審 査 月 11月 12月 R3/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
認定者数 142,148 142,443 142,523 142,542 142,279 142,931 143,188 143,241 143,494 143,854 143,901 144,068
※認定者数は、審査月の前月の（サービス提供月）末時点若しくはその月途中で資格喪失した場合は直近の要支援、要介護の認定者数である。

②受給者数 （人）

審 査 月 11月 12月 R3/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
受給者数 128,358 128,652 128,545 127,073 126,223 127,889 127,542 128,173 128,608 129,380 128,896 129,538
※受給者数は、認定者のうち、現物給付を受けた人数であり、明細書を被保険者番号で名寄せした件数。

③費用額 （千円）

審 査 月 11月 12月 R3/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
費 用 額 20,871,548 20,066,389 20,596,846 20,094,133 18,825,060 20,745,393 19,966,378 20,825,675 20,259,048 20,899,666 20,644,162 20,454,714
※費用額とは保険給付額、総合事業費、公費負担額、利用者負担額、特定入所者介護サービス費等費用額を合計した 額（食事提供費含む）である。

④ 1人当たり費用額 （円）

審 査 月 11月 12月 R3/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
1人当たり費用額 162,604 155,974 160,231 158,131 149,141 162,214 156,547 162,481 157,526 161,537 160,161 157,905

①件数 （件）

審 査 月 11月 12月 R3/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
障 害 者 28,061 27,822 28,387 27,772 27,591 29,646 29,089 29,246 29,414 28,995 29,028 30,467
障 害 児 11,953 11,914 12,340 12,201 12,141 13,225 12,522 12,768 12,846 13,103 12,736 13,096
計 40,014 39,736 40,727 39,973 39,732 42,871 41,611 42,014 42,260 42,098 41,764 43,563

②費用額 （千円）

審 査 月 11月 12月 R3/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
障 害 者 4,417,586 4,188,606 4,358,270 4,228,368 3,946,438 4,591,605 4,383,280 4,452,991 4,540,492 4,550,262 4,502,304 4,478,158
障 害 児 927,302 862,420 914,635 856,509 866,999 1,016,842 918,044 926,788 1,004,671 1,020,004 1,032,408 1,041,822
計 5,344,888 5,051,026 5,272,905 5,084,877 4,813,437 5,608,447 5,301,323 5,379,779 5,545,163 5,570,266 5,534,711 5,519,980

③ 1件当たり費用額 （円）

審 査 月 11月 12月 R3/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
障 害 者 157,428 150,550 153,531 152,253 143,034 154,881 150,685 152,260 154,365 156,933 155,102 146,984
障 害 児 77,579 72,387 74,119 70,200 71,411 76,888 73,314 72,587 78,209 77,845 81,062 79,553
計 133,575 127,115 129,470 127,208 121,148 130,821 127,402 128,047 131,215 132,317 132,523 126,713

介 護 保 険 の 状 況

障 害 者 総 合 支 援 給 付 費 の 状 況
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7
（火）

全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査

委
員
会
会
長
連
絡
協
議
会

本
会
第
一
会
議
室

16
（木）

社
保
・
国
保
審
査
委
員
合
同
研
究
会
（
医
科
）

本
会
第
一
会
議
室

4
（月）

令
和
3
年
度
第
1
回
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
等
の
一
体
的
な
実
施
に
係
る
研
修
会
（
1
日
目
）

本
会
審
査
委
員
会
室

5
（火）

令
和
3
年
度
第
1
回
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
等
の
一
体
的
な
実
施
に
係
る
研
修
会
（
2
日
目
）

本
会
審
査
委
員
会
室

15
（金）

令
和
3
年
第
4
回
理
事
会
（
書
面
開
催
）

調
査
研
究
委
員
会

本
会
第
一
会
議
室

19
（火）

茨
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
長
会

監
事
監
査
（
持
ち
回
り
）

利
根
町

20
（水）

茨
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
長
会

監
事
監
査
（
持
ち
回
り
）

笠
間
市
、
筑
西
市

27
（水）

令
和
3
年
度
第
2
回
広
報
委
員
会
（
W
e
b
会
議
）

本
会
第
一
会
議
室

5
（金）

令
和
3
年
度
在
宅
保
健
師
等
全
国
連
絡
会
役
員
会

本
会
第
一
会
議
室

10
（水）

令
和
3
年
度
第
3
回
出
納
検
査

本
会
第
一
会
議
室

11
（木）

令
和
3
年
度
第
3
回
出
納
検
査

令
和
3
年
度
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
研
修
会
（
1
日
目
）

本
会
第
一
会
議
室

本
会
審
査
委
員
会
室

12
（金）

令
和
3
年
度
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
研
修
会
（
2
日
目
）

本
会
審
査
委
員
会
室

19
（金）

令
和
3
年
度
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

東
京
都

25
（木）

監
事
監
査
（
持
ち
回
り
）

令
和
3
年
度
在
宅
保
健
師
の
会
第
2
回
役
員
会

牛
久
市
、
坂
東
市

本
会
第
一
会
議
室

26
（金）

令
和
3
年
度
国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
及
び
障
害
福
祉
主
管
課
長
等
会
議

小
美
玉
市

30
（火）

監
事
監
査
（
持
ち
回
り
）

全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査
委
員
会

会
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令和3年度第1回高齢者の保健事業と
介護予防等の一体的な実施に係る研修会

――10/4（月）、10/5（火）
　本会と茨城県後期高齢者医療広域連合が合同で上
記研修会を開催し「高齢者の保健事業と介護予防等
の一体的な実施」に向け、特定健診等データ管理シ
ステムへの後期高齢者質問票の登録方法や KDBシ
ステムを活用した口
腔に課題がある人の
抽出方法と事業登録
方法について説明
し、PC を使用した
研修を行った。

調査研究委員会 ―― 10/15（金）
　令和 4年度国保及び医療福祉審査支払手数料等の
値上げについて協議を行った。
　併せて、令和 4年度から本会が送付する「払込請
求書兼領収書」の様式変更を予定していることにつ
いて意見交換を行った。

令和 3年度糖尿病性腎症重症化予防研修会
 ―― 11/11（木）、11/12（金）
　糖尿病性腎症重症化予防の取り組みについては、保険者努力
支援制度の評価指標に位置付けされていることから、事業実施
に活用できる KDBシステム帳票等を理解し、KDBシステムか
ら保健指導等対象者を抽出し事業評価ができるよう、連合会か
ら提供しているデータについて及び対象者の抽出から事業評価
までの手順について説明し、PCを使用した研修を行った。

令和 3年度国民健康保険・介護保険及び
障害福祉主管課長等会議 ―― 11/26（金）
　標記会議が開催され、協議事項では、令和 4年度の本会予
算編成方針及び審査支払手数料等（案）について協議され、報
告事項ではオンライン資格確認等シ
ステムの稼働状況についてなどが報
告された。その後、国保中央会の齋
藤システム統括担当理事をお迎えし
て、「国保中央会標準システムの今
後の展望」と題し講演をいただいた。
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編集後記

　あけましておめでとうございます。

　1 年が過ぎるのは本当に早いものですね。

　我が家には、とっても臆病なモルモットが 1 匹います。我が家の住人、いや人ではないのでペットになって

早 1 年半。歳は 2 歳のメスでグレーと白の斑です。

　子どもに「絶対、自分で面倒みるから買って !」とせがまれペットショップで購入し、結局、私が面倒を見

る羽目になりました。毎日朝晩餌をやり、毎日糞の始末をし、時々、ゲージと体を洗ってあげますが、なかな

か懐いてくれません。餌をやろうと近づくとゲージの中の小屋に身を隠します。それどころか少しでも音がす

ると警戒してこちらを見て逃げる準備をしています。モルモットは、もともと臆病な動物だと言われましたが、

毎日話しかけながら面倒を見ているのにいつになったら懐くのか ? 子供と同じで餌をあげるだけではなく、もっ

と一緒に遊んだり、触れ合う時間が大切だなと思うこの頃です。（N 母さん）

　令和3年 7月から9月にかけて募集した「健康標語」。ご応募いただいた127作品の中から、厳正な
る選考の結果、下記のとおり入賞作品が決定いたしました。たくさんのご応募ありがとうございました。

健診は　自分の体と　向き合う日 矢島　清美（水戸市）

健診は　あなたを守る　第一歩 清水　良子（東海村）

一年の　笑顔と健康　健診で 秋子（八千代町）

健診は　自分を守る　第一歩 きいろくん（八千代町）

その健診　未来を育む　一歩です 赤塚　直久（高萩市）

健診を　受けるあなたに　ある未来
鈴木　盛雄（常陸太田市）

令和3年度国保標語  結果発表!!お知
らせ

2月  4日（金） 令和4年第1回理事会（市町村会館201会議室）
2月 28日（月） 令和4年第1回通常総会（市町村会館大会議室）

今後の予定 2 月～

最優秀賞

優秀賞

優良賞
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飲み残したお薬をこの袋に入れて
かかりつけの薬局、またはお近くの薬局に
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0120-102525 ●ホームページアドレス●　http：//www.tkhs.co.jp/

お問い合わせ・ご注文は電話またはFAXで

〒113-0021　東京都文京区本駒込2丁目29番22号
電話（03）5977-0300　FAX（03）5977-0311

この他にも●健康づくり事業●高齢者対策事業●制度の趣旨普及●医療費の適正化●収納率向上、等お手伝いいたします。

東京法規出版　パンフレットのご案内です！
国保制度啓発

残薬調整促進グッズ

サイズ：約280㎜×250㎜
素材：ポリエチレン 定価60円 セット定価90円

TB013080残薬おまとめ袋

SE000490

残薬おまとめセットA

特定健診・後期高齢者健診の案内に

KH014840 KH014830

B6変型判
表紙共32頁
カラー
定価110円

B7判
表紙共32頁
カラー
定価80円

よくわかる
国保手帳

A4判
表紙共4頁
カラー
定価45円

HE070970

コロナ禍
などでの
心身の異常
もチェック

飲み残したお薬を収納できるビニール製の巾着袋です。

残薬おまとめ袋
＋

リーフレット
「残薬調整希望カードを
活用しましょう！」

（通常定価35円）

75歳以上が対象です！！ 
定期健診のご案内

A4判
表紙共4頁
2色刷り
定価45円

HE091500

受診控えは
キケン！
コロナ禍こそ
健診が必要
です

令和4年度
特定健診のご案内

A4判
表紙共4頁
カラー
定価45円

HE091510

年に1回、
40～74歳
の人のため
の健康
チェック!!

いいコト たくさん 
特定健診

いつもあなたのそばに
国保といっしょ！

飲み残したお薬をこの袋に入れて
かかりつけの薬局、またはお近くの薬局に

まとめて持って行きましょう！
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飲み残したお薬をこの袋に入れて
かかりつけの薬局、またはお近くの薬局に

まとめて持って行きましょう！

残薬残薬おまとめ袋おまとめ袋
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セット定価95円

SE000500

残薬おまとめセットB

残薬おまとめ袋
＋

リーフレット
「薬の飲み残しは
ありませんか？」

（通常定価40円）
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簡単リンゴのブレッドパイ 
日立市の西部下深荻地区にある「日立中里フルーツ街道」の果
樹園で採れたリンゴを使ったオリジナルスイーツです。

食パン ………………………… 4 枚 
リンゴ ………………………… 1個 
砂糖 ………………大さじ3杯半 
無塩バター …………………… 60g 
レモン汁 ……………… 小さじ1杯 
シナモンパウダー ……………少々
水………………………… 小さじ1 
粉糖 …………………………少々

 作り方 
①リンゴの皮をむき、1cm角にカットします。
② フライパンに無塩バター（30g）を加え中火で溶
かし、泡が小さくなってきたらカットしたリンゴを
加え強火で炒めます。砂糖を2回に分けて加え、
リンゴが茶色になるまで 強火で炒めます。
③ リンゴが茶色く色付いてきたら火を弱火にし、シ
ナモンパウダー（お好みで）、レモン汁、水を加
え炒めます。
④リンゴをバットに移して粗熱をとります。

⑤ 耳を切り落とした食パンを麺棒で軽く伸ばした
後、炒めたリンゴを2枚の食パンで包み、フォー
クの背を押し付けて食パンの端を閉じます。

⑥ フライパンに無塩バター（30g）を入れ中火で溶
かし、泡が小さくなってきたら弱火にし、リンゴ
を包んだパンの両面を焼き色が付くまでしっかり
焼きます。
⑦半分に切って皿に盛りつけ、粉糖をかけて完成 !

　リンゴは、ペ
クチンやポリフ
ェノール、カリ
ウムが豊富で、
体の調子を整え
たり、動脈硬化
を抑制する働き
があるといわれ
ています。

今回の
特産品 リンゴ

日立市編

特 産 品 の
おいしいレシピ

おとどけ!

 材料（2人分） 


